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                     Sanjyukai Hospital
   Two patients, aged 53 and 55, discharged stones pontaneously. Infrared spectrophotometry of 
the stones demonstrated silicate. They had no history of taking magnesium silicate. Thirty cases of 
silicate calculi previously reported in the Japanese literature are reviewed. 
                                             (Acta Urol. Jpn. 46: 339-340,2000) 
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緒 言
ケイ酸結石は ヒ トの尿路結石の成分 としてはきわめ
て稀 なものであ り,本 邦ではこれ まで30例の報告 をみ
るにす ぎない.今 回われわれはケイ酸結石の2例 を経





家族歴:特 記すべ きこ とな し
既往歴:50歳時に唾石症 にて手術.尿 路結 石症 の既
往 はない.ケ イ酸 マ グネシ ウム系薬 剤の内服歴 はな
い.
現病歴:1998年10月16日左 側腹部仙痛 を主訴 に当院
を受診.
臨床検査成績:血 液一般,血 液生化学検査 で異常 な
し.検 尿 で はpH6.0,蛋 白(一),糖(一),赤 血球
4～5/hpf,白血球2～3/hpf.
画像診 断:KUBで は左尿管下端 に3×2mmの 淡
い石灰 化像 を認 めた.IVPで は軽度 の左水腎症 を認
め,左 尿管結石 と診断 した.
保存 的療 法の数 日後 に直径約2mmの 自然排石 を
認めた.排 石 した結石を赤外線分光分析法で分析 した
ところ,1,080}icm付近 に強力 な吸収 スペ ク トル を




家族歴:特 記 すべ きことな し
既往歴:1979年左尿管切石術.1986年左尿管結 石に
対 しESWL(結 石成分不明).1988年左尿 管結石 の 自
然排石(結 石成分:リ ン酸 カルシウム77%,シ ュウ酸
カ ル シ ウ ム23%).1996年10月右 尿 管 結 石 に対 し
TUL(結 石分 析:シ ュウ酸 カ ルシウム64%,リ ン酸




臨床検査成績:血 液一般,血 液生化学検査で異常 な
し.検 尿 ではpH6.0,蛋 白(一),糖(一),赤 血球
lO-15/hpf,白血球(一).
画像診断:右 尿管下部 に2×2mmの 淡い石灰化像
を認 めた.IVPで は右水腎症 を認 め,右 尿管結石 に
よる疹痛 と診断 した.
保存 的療法 の数 日後直径約2mmの 自然排石 を認
めた.赤 外線 分光分析 法で の結石分析 で はLO80-1
cm付 近 に強力 な吸収 スペク トルを示 し(Fig.1),ケ
イ酸結石 と考 えられた.
考 察
ケ イ素は土壌 中に多 く含 まれる元素である.植 物中
にはケ イ酸 として存在 し,特 に水稲や トウモロコシな
ど稲科の植物 に多 く含 まれている.そ のため トウモ ロ
コシサ イ レー ジな どを飼 料 として いる乳 用雌牛 の約
90%にケイ酸 を主成分 とした腎結石 を認めた との報告
もあ るDし か しヒ トではその発生頻度 は低 く,全 尿
路結 石 のO.2%前後 と報告 されてお り2'3),本邦 で は








シュ ウ酸 カル シ ウ ム
リ ン酸 カル シ ウム
シ ュウ酸 カル シウ ム 十 リ ン酸 カ ル シ ウム
リ ン酸 マ グ ネ シウ ム ア ンモ ニ ウム
リ ン酸 マ グ ネ シ ウム ア ンモ ニ ウム 十 リン酸
カル シ ウ ム










































あった症例 は762例(上部,下 部尿路結石 を含 む)で
あ るが,ケ イ酸結 石の頻度 は0.26%(2/762)であっ
た(Tablel).
ケイ酸結石は制酸剤 と してのケイ酸マグネシウム服
用 との関連が報告 されてお り,本 邦報告例での服用率
は62.5%(20/32)であった.ケ イ酸 マ グネシウムは
当初非吸収性 と考 え られていたが,Pageらは投与 さ
れたケイ酸マ グネシウムは胃酸によ り分解 された後,
消化管 に吸収 され約5%が ケ イ酸塩 と して尿 中に排泄
されて結石形成 に関与す る と報告 している6)ま た健
康人 の一 日尿中ケ イ酸排泄量 は10～16mgと されて
い るが,ケ イ酸マ グネシ ウム5gを 連 日投与する と尿
中排 泄 量 は約10倍に増 加 す る こ と も報告 され てお
り6),尿中ケイ酸濃度 の持続的 な上昇がケイ酸結石形
成 に関与 していることが推察 され るところであ る.
一方,今 回報告 した2症 例 のようにケイ酸マ グネシ
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